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特
集

フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
る

こ
の
危
険
か
ら

身
を
守
る
！

年
平
均
20
人
が
命
を
落
と
す
。

落
雷
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
で
表

す
と
、
一
度
に
数
〜
10
兆
ワ
ッ
ト
程

度
の
放
出
と
な
り
ま
す
の
で
、
人
体

に
対
す
る
電
気
的
シ
ョ
ッ
ク
は
絶
大

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

人
へ
の
落
雷
で
は
、
雷
電
流
が
人

体
の
表
面
を
通
過
す
る
場
合
と
人
体

内
部
、
た
と
え
ば
心
臓
や
ほ
か
の
内

臓
な
ど
を
貫
通
す
る
場
合
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
一
般
的
に
、
雷
電
流
は
物

体
の
抵
抗
が
ゼ
ロ
に
近
い
（
電
気
を

通
し
や
す
い
）
ほ
ど
表
面
を
流
れ
る

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
皮
膚
表

面
を
流
れ
る
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、

巨
大
な
雷
電
流
が
通
過
し
た
皮
膚
表

面
は
高
熱
に
よ
り
焼
け
焦
げ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
体
内
に
電
流
が
流
れ

心
臓
な
ど
を
通
過
し
た
場
合
は
、
鼓

動
が
止
ま
っ
て
即
死
す
る
な
ど
非
常

に
危
険
で
す
。

野
外
の
雷
事
故
は
、
直
撃
事
故
、

側
撃
事
故
（
落
雷
を
受
け
た
物
体
・

人
か
ら
の
放
電
）
お
よ
び
多
点
事
故

（
同
時
に
複
数
の
近
い
場
所
に
落
雷

し
て
起
き
る
事
故
）
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
過
去
36
年
間
の
落
雷
死
亡
数
は

年
平
均
20
人
を
超
え
、
調
査
さ
れ
た

65
件
の
内
訳
で
は
、
55
％
以
上
が
直

撃
事
故
、
そ
し
て
側
撃
事
故
、
多
点

事
故
と
続
き
ま
す
。
ま
た
51
人
の
全

死
亡
者
の
う
ち
55
％
が
直
撃
事
故
、

側
撃
事
故
は
そ
の
半
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
の
落
雷
事
故
で
は
頂
上
や
噴
火

口
付
近
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

１
９
９
２
年
、
神
奈
川
県
大
山
・
頂

上
付
近
の
あ
ず
ま
屋
で
雨
宿
り
し
て

い
た
ハ
イ
キ
ン
グ
客
25
名
の
う
ち
１

名
が
死
亡
、
10
名
が
重
軽
傷
を
受
け

て
い
ま
す
。
１
９
６
９
年
、
浅
間
山

噴
火
口
南
縁
で
の
落
雷
で
は
、
約

５
×
７
ｍ
四
方
の
狭
い
範
囲
に
14
名

が
立
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
火
口
近
く

の
高
所
に
い
た
女
性
１
名
が
落
雷
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。
87
年
高
知
県
東

洋
町
の
海
上
で
は
、
直
径
20
ｍ
の
範

囲
に
固
ま
っ
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て

い
た
高
校
生
ら
12
名
が
落
雷
を
受

け
、
死
亡
６
名
、
重
傷
２
名
、
軽
症

４
名
。
97
年
茨
城
県
内
の
ゴ
ル
フ
場

で
立
木
の
傍
に
立
っ
て
被
雷
し
た
３

名
の
う
ち
２
ｍ
以
内
の
２
名
は
即

死
、
１
名
は
無
事
で
し
た
。

夏
編

落
雷
か
ら
身
を
守
る

8
つ
の
方
法

写真提供：九州電力株式会社



雷
と
は
ど
ん
な
現
象
な
の
か
？

雷
は
、
激
し
い
音
や
光
を
と
も
な

っ
て
大
地
に
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
解

き
放
つ
、
大
気
の
電
気
現
象
で
す
。

雷
雲
は
上
昇
気
流
を
発
端
と
し
て

発
生
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
低
気

圧
、
温
度
差
、
前
線
、
地
形
条
件
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
日
差
し
が
強
い
夏

場
で
夕
方
に
雷
雨
が
起
こ
る
の
は
、

暖
め
ら
れ
た
大
地
と
冷
え
た
上
空
の

温
度
差
に
よ
っ
て
上
昇
気
流
が
発
生

し
、
気
流
の
空
気
が
上
空
で
広
が
っ

て
温
度
が
下
が
り
、
露
点
温
度
（
空

気
中
の
水
蒸
気
が
水
と
な
っ
て
現
れ

る
温
度
）
以
下
の
高
度
に
達
し
て
雷

雲
が
発
生
す
る
た
め
で
す
。

雷
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

こ
う
し
て
発
生
す
る
。

雲
を
構
成
す
る
粒
子
は
、
直
径

０
・
０
２
㎜
程
度
の
水
滴
や
氷
の
結

晶
（
雲
粒
）
と
、
直
径
２
㎜
以
上
の

水
滴
や
氷
粒
、
さ
ら
に
大
粒
の
ア
ラ

レ
や
ヒ
ョ
ウ
な
ど
（
降
水
）
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
雷
雲
の
中
で
は
ア
ラ
レ

が
多
量
に
つ
く
ら
れ
、
同
時
に
細
か

い
氷
晶
も
発
生
し
、
最
終
的
に
は
氷

晶
が
正
電
気
に
、
ア
ラ
レ
が
負
電
気

に
帯
電
し
ま
す
。（
図
１
）

し
か
し
、
正
負
の
電
気
が
発
生
す

る
詳
細
は
雷
科
学
の
謎
と
な
っ
て
い

ま
す
。
雲
粒
を
吹
き
上
げ
る
上
昇
気

流
と
降
水
に
働
く
重
力
の
バ
ラ
ン
ス

に
よ
り
、
雲
の
上
部
に
は
正
電
気

（
軽
い
氷
晶
）
が
分
布
し
、
下
部
に
は

負
電
気
（
重
い
ア
ラ
レ
）
が
分
布
し

ま
す
。
そ
し
て
雷
雲
内
の
電
気
的
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
落
雷
に
発
展
し

ま
す
。

大
地
か
ら
雲
へ

電
流
が
駆
け
上
が
る
！

落
雷
の
初
期
段
階
で
雷
雲
か
ら
負

電
気
が
走
る
こ
と
に
よ
り
、
大
気
の

一
部
が
プ
ラ
ズ
マ
（
電
気
を
通
す
気

体
）
化
さ
れ
、
細
い
光
の
筋
を
放
ち

ま
す
。
こ
の
細
い
光
の
筋
が
ギ
ザ
ギ

ザ
に
で
き
て
い
く
う
ち
に
、「
静
電
誘

導
現
象
」
に
よ
り
大
地
側
か
ら
逆
符

号
の
正
電
気
が
現
れ
ま
す
。
正
電
気

は
、
雷
雲
に
向
か
っ
て
ギ
ザ
ギ
ザ
の

光
の
筋
に
沿
っ
て
雷
電
流
と
し
て
一

挙
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

雷
雲
か
ら
大
地
へ
落
ち
て
く
る
よ

う
に
見
え
る
落
雷
は
、
実
は
大
地
か

ら
雲
へ
向
か
っ
て
巨
大
な
雷
電
流
が

駆
け
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

電
流
の
速
さ
は
、
光
の
速
さ
の
約

30
％
程
度
と
超
高
速
で
あ
る
た
め
、

人
間
の
目
に
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
る
の

で
す
。
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▲昇雷（上向き雷）。高くて尖っているものは、雷雲が現れると、逆符号の電
荷を先端に多く集め、放電する。（写真提供：財団法人電力中央研究所）
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雷
か
ら
身
を
守
る
8
つ
の
方
法

雷
の
発
生
や
接
近
の
兆
候
を
知
る

こ
と
を
「
予
察
行
動
」
と
い
い
ま
す
。

そ
の
手
が
か
り
は
、
①
気
象
台
や

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
雷
情
報
（
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）、
②
Ａ
Ｍ
ラ
ジ

オ
に
ガ
リ
、
ガ
リ
と
い
う
雑
音
（
50

㎞
内
に
接
近
）
が
入
る
こ
と
、
③
遠

く
の
雷
鳴
（
10
㎞
内
に
接
近
）
が
聞

こ
え
る
、
④
周
囲
の
気
温
の
低
下
や
、

風
が
発
生
（
雷
雲
接
近
）
す
る
、
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
雷
雲
が
接
近
す
る

と
、
ま
ず
雨
雲
が
急
成
長
す
る
た
め

に
周
辺
が
や
や
暗
く
な
っ
た
り
、
気

流
も
活
発
な
た
め
に
風
が
発
生
す
る

な
ど
で
体
感
温
度
は
低
く
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雷
雨
発
生

直
前
で
は
湿
度
も
上
昇
す
る
た
め
に

蒸
し
暑
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
こ
の
よ
う
な
予
兆
に
気
づ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

落
雷
か
ら
避
難
す
る
こ
と
は
「
避

雷
行
動
」
と
い
い
ま
す
。
事
故
例
を

ふ
ま
え
て
、
⑤
野
原
や
山
林
で
は
立

木
か
ら
２
ｍ
以
上
離
れ
、
地
面
に
し

ゃ
が
み
込
む
、
⑥
海
上
で
は
船
内
に

避
難
す
る
か
、
で
き
る
限
り
低
い
姿

勢
を
と
り
、
マ
ス
ト
な
ど
か
ら
遠
ざ

か
る
、
⑦
海
浜
で
は
で
き
る
限
り
低

い
姿
勢
を
と
り
、
雷
鳴
の
合
い
間
を

見
て
、
建
物
や
自
動
車
内
に
避
難
す

る
、
⑧
市
街
地
で
は
、
軒
先
で
の
雨

宿
り
は
側
撃
事
故
の
危
険
も
あ
る
た

め
離
れ
る
か
、
建
物
の
中
に
入
る

（
あ
ず
ま
や
に
落
雷
す
る
こ
と
も
あ

る
）、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

野
外
で
は
身
に
つ
け
た
金
属
類
を

外
す
と
落
雷
し
な
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。
雷
雲
下
の
地
上
付
近
で
は
、

金
属
・
電
気
を
通
さ
な
い
絶
縁
物
に

限
ら
ず
、静
電
気
が
発
生
し
ま
す
。そ

の
静
電
気
で
覆
わ
れ
た
部
分
が
よ
り

雷
雲
に
近
い
場
所
に
あ
る
ほ
ど
、
落

雷
し
や
す
い
の
で
す
。
雷
雲
が
立
ち

込
め
た
ら
、
傘
や
釣
竿
な
ど
長
い
突

起
物
を
手
放
し
、地
面
に
伏
せ
、で
き

る
だ
け
低
姿
勢
に
し
て
い
る
こ
と
で

落
雷
の
危
険
度
が
低
く
な
り
ま
す
。
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雷からあなたを守る、必携マニュアル

野外では常に注意
しておきたいこと

①前日・当日の朝、必ず天
気予報・気象情報を確認す
る。
②夏場の雷雲は午後～日暮
れに多く発生するので、早
朝出発・昼過ぎには目的地
に到着する日程を組む。

①川の上流部の空が暗く
なっていないか?
②入道雲（積乱雲）がど
んどん大きくなっていな
いか?
③遠くの空に電光が見え
ないか?

海の上に真っ黒な雲が現
れていないか?

急に風が強まったり、黒い
雲が近づいてこないか?

どんな場所でも…… 山登りをしているとき。
スノーケリングや
干潟で生き物観察を
しているとき。

野原や河原で
遊んでいるとき。

★雷の兆候が
表れたら

・雷警報・注意報が出た
・ラジオに「ガリッ、ガ
リッ」という雑音が入る
・遠くに雷鳴が聞こえる

すぐに退雷行動をとる。

①山頂・稜線から下がる。
②10ｍでも下に移動する。
③テントから出て、離れ
る。ポールは倒しておく。

できるだけ低い姿勢を保ちながら、
直ちに建物の中・洞窟・自動車などに移動する。

★雷が真上にきて
しまったら

激しい雷雨や雷鳴が現れた

できるかぎり低い場所に
移り、周囲より姿勢を低
くする。

①高さ4ｍ以上の木があれば、
その木の葉先から2ｍ以上離
れた場所にしゃがみ込む。
②低木林の中に入って伏せ
る。
③木のないところでは、窪地
に伏せる。

①絶対に立ち上がらず、1cm
でも姿勢を低くして、雷鳴の
合い間に岸や陸に戻る。
②海上にいるときは、で
きるだけ海面から姿勢を
持ち上げない。突起物を
海面に出さない。

周囲より1ｍでも低い場
所・窪地に身を入れて、伏
せる。

※黒字は直撃雷、青字は側撃雷への対処方法。




